
第 71 回 板橋区民体育大会柔道競技要項

１． 日 時 平成 30 年 10 月 28 日（日）午前 9 時 15 分 開場

            午前 10 時 00 分 開会式

２． 会 場 小豆沢体育館（三田線 志村坂上駅 徒歩５分）

〒174-0051 板橋区小豆沢 3-1-1 ☎03-3969-4166

３． 競 技 種 目 個人の部 （１）幼児の部

（２）小学生の部（各学年別）

（３）中学生の部（各学年別）

（４）段外の部・有段者の部（初段・弐段・参段の部）

（５）女子の部（中学生の部、高校生以上の部）

団体の部 （１）小学生の部、3 人戦、各所属 2 チ－ムまで

（小学 4 年生以上とする、選手は低学年から配列し、同学年は体重の

軽い順に配列すること）

（２）一般の部（高校生以上）、3 人戦、各所属 2 チ－ムまで

（初段 2 名、弐段 1 名）

４． 競 技 規 則 国際柔道連盟試合審判規定 2018 及び少年規定による。

試合時間「小学生以下」2 分、｢中学生以上｣3 分

（１） 個人戦

① スコアは「一本」「技あり」「僅差」とする。

① 「技あり」2 つで「合わせ技一本」とする。

② 「僅差」とは、双方の選手間に技による評価がない、又は同等の場合は

     【指導】差が 2 以上あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ち

    とする。

③ 両者にスコアがない場合、もしくはスコアが同等の場合、【指導】差が 1
以内であれば必ず旗判定で勝敗を決する。ゴ－ルデンスコアは行わない。

（２） 団体戦

① スコアは「一本」「技あり」「僅差」とする。

② 「技あり」2 つで「合わせ技一本」とする。

③ 「僅差」とは、双方の選手間に技による評価がない、又は同等の場合は

【指導】差が 2 以上あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ち

とする。

④ 両者にスコアがない場合、もしくはスコアが同等の場合、【指導】差が 1
1 以内であれば「引き分け」とする。

⑤ チーム間の勝者数、内容が同じ場合は代表戦を行い。ゴ－ルデンスコアは

行わずに必ず旗判定で勝敗を決する。

⑥ 代表戦に出場する選手はチームの自由とする。

５． 競 技 方 法 個人の部 ト－ナメント方式（3 位決定戦は行わない）

団体の部 ト－ナメント方式またはリ－グ戦（3 位決定戦は行わない）

     ※参加チーム数によりト－ナメント方式またはリ－グ戦を決定する。



６． 参 加 資 格 （１）区内在住・在勤・在学者（ただし、個人・団体ともに大学生及び警察官の

    出場は認めない）

（２）女子の部は学柔連登録可、男子の部は学柔連登録不可とする。

〈注意事項〉 ①個人戦と団体戦両方の参加を認める。

②団体戦に参加するチ－ムが少ない場合はリ－グ戦に変更する場合がある。

③当日の参加は認めない。

脳震盪対応 （１）大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診断を受け、出

   場の許可を得ること。

（２）大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可

   とする。【なお、至急、専門医〈脳神経外科〉の精査を受けること】

（３）練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可をえること。

（４）当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告

   書を提出すること。

皮膚真菌症 （１）皮膚真菌症（トンズランス感染症）について、発症の有無を各所属の

(トンズラ 責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明

ス感染症) した選手については、迅速に医療機関において、的確な治療を行うこ

と。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場が

できない場合もある。

７． 参 加 費 個人戦 1 人 1,000 円

団体戦 小学生・一般の部ともに 1 チーム 2,000 円     ※申込時に徴収

８． 表 彰 個人戦、団体戦ともに 1～3 位

９． 募 集 人 員 約 400 人

１０． 申 込 期 間 9 月 1 日（土）～26（水）※申込締切日 9 月 26 日（水）厳守

１１． 申込・問合 所定の用紙に記入し、下記宛に持参、または現金書留郵便にて申し込む

〒175-0082 板橋区高島平 8-20-8 やわら接骨院 TEL 5922-1380 FAX 5922-1381

１２． 監 督 会 議 10 月 6 日（土）午後 7 時 小豆沢体育館会議室

TEL 03-3969-4166（三田線 志村坂上駅 徒歩 4 分）

※団体戦の組合せ等を行います。


